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「社協だより」は赤い羽根共同募金の配分金により発行しております。

　６月７日（土）、日赤奉仕団上小阿仁分区の皆様が、杉風荘周囲の環境整備を行って

くださいました。

　４年目となる環境美化ボランティア。今年は過去最多４０名の方々にご参加いただき、

まずは除草作業からスタートです。雨の影響もあり雑草が伸びていましたが、皆さん慣

れた手つきで、あっという間に除草してくださいました。除草後の花壇には植栽もして

いただき、マリーゴールドとベゴニアの花が玄関前をきれいに飾ってくれています。

　ボランティアの皆様、ご協力いただきありがとうございました。
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　６月1１日（水）に理事会、６月27日（金）に評議員会を開催し、令和６年度の事業報告（案）及び収
支決算（案）についてご審議いただき、両案とも原案どおりご承認いただきました。

令和６年度　上小阿仁村社会福祉協議会　事業報告

●一年を振り返って
　　令和６年度は、スタートの４月以降８月に
かけて、特別養護老人ホーム杉風荘において
退所される方や入院される方が例年の２倍程
度にのぼり、経営的にも職員のモチベーショ
ン的にも苦しい立ち上がりとなりましたが、
各部門の職員がそれぞれ気持ちを切らすこと
なく懸命に努力を重ねた結果、９月以降は例
年以上の利用率を確保できました。一方、訪
問介護・通所介護においては利用者の減少が
顕著で、年間を通じて苦しい事業展開となり
ました。こうしたことから、介護保険事業の
実績は大きく落ち込んだところであり、不可
抗力的な側面もあるとはいえ、昨年度の社協
全体の事業における反省点と捉えております。
　　７月には３年連続の大雨災害が村を襲い、
大きな被害がもたらされました。社協では村
の要請を受けて災害ボランティアセンターを
開設し、村内及び近隣地域住民の方々のご協
力のもと、被災住居等の清掃・片付け等を迅
速に実施することができました。今後も自然
災害は多発するものと想定されます。災害時
の支援に関する体制整備を継続して行ってい
く必要があるものと考えております。
　　また、コロナ禍や自然災害以外にも、普段
の生活の中で様々な生きづらさ、暮らしづら
さを抱える人、また、望まない孤独・孤立の
状態にある人等に関する相談案件も増加して
いる状況にあります。そうした状況下におけ
る令和６年度事業の実施状況等についてご報
告します。

１．地域福祉の推進
敢　地域福祉を支えるネットワーク活動の推進
　　地域包括支援センターや民生・児童委員、
近隣住民、福祉・医療関係機関との連携や情
報の共有化等を図りながら、ひとり暮らし高
齢者や高齢者夫婦世帯等への日常の見守りや
援助活動の推進に努めました。
　　また、「村の御用聞きプロジェクト」を継続
し、その御用解消のための活動も推進しまし
た。
柑　村民ふれあい事業の実施
　　毎週水曜日に福祉センターを村民に開放す
るとともに、月イチメニューを提供して村民
の事業への参加促進を図りました。（第１水
曜日：ふれあい食堂、第２水曜日：入浴サー
ビス、第３水曜日：買い物支援ツアー）
桓　ふれあい福祉まつりの開催
　　１２月４日（水）に第２回目の福祉まつりを
開催しました。

棺　受託事業の実施
　①生活支援ハウスの運営を行いました。
　②外出支援サービスを実施しました。延べ４９
名の方にご利用いただきましたが、前年度
より大幅な利用減となりました。

　③こあに号を運行しました。延べ４８名の方に
ご利用いただきましたが、前年度より半減
しました。

　④見守り配食サービスとして、週２回、夕食
のお弁当を提供させていただきました。前
年度より４４２食少ない１,５９３食となりました。

２．介護保険事業の運営強化
敢　居宅介護支援事業（ケアプラン）利用実績
　　前年度比＋1.0％、月平均９２件の取扱件数
となりました。

柑　訪問介護事業（ヘルパー）利用実績
　　前年度比△13.6％、日平均利用者数は7.7
人で前年度より１日当たり△1.2人となりま
した。

桓　通所介護事業（デイサービス）利用実績
　　前年度比△5.9％、日平均利用者数は11.9
人で前年度より１日当たり△1.4人となりま
した。

棺　杉風荘利用実績
　　年間の利用率は、入所では92.2％で目標利
用率から△5.8％でした。短期入所では、前
年度比＋10.2％の81.1％でした。
　　村民の方の全体に占めるご利用割合は、
66.3％で３年連続で６割をキープしました。

３．援護活動の推進
敢　村や民生委員との連携のもと、灯油と食料
の支援を行いました。※灯油１０８Ｌ(１８Ｌポリ
タンク約６缶)、パックご飯・レトルトカレー

　・ラーメン・缶詰等のセット６回
柑　生活福祉資金・たすけあい資金は利用があ
りませんでしたが、たすけあい資金の償還が
１４万円ありました。
桓　募金運動は皆様のご協力により良好な結果
となりました。

　　歳末たすけあい募金については、令和３年
度から行っている歳末たすけあい弁当の配布
（９２世帯）を継続したほか、令和５年度から
開始した村内の福祉施設のご利用者全員（２１１
人）に対する温かな靴下（２足）の贈呈を継
続しました。

４．福祉諸団体の活動支援
　　老人クラブ連合会、身体障害者更生協会、
母子福祉会、青少年育成村民会議及び婦人会
の活動を支援しました。
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人件費
285,036,009円

事業費
88,549,137円

その他
16,948,208円

支 出
443,997,082

円

収 入
443,997,082

円

積立資産
28,660,065円

事務費
20,133,545円

当期支払資金残高
4,670,118円

杉風荘介護保険
352,130,605円

訪問・通所等
介護保険
54,227,534円

受託金
17,545,000円

会費
560,380円

寄付金
1,085,827円

村等補助金
3,847,147円

その他
14,600,589円

上小阿仁村社会福祉協議会　令和６年度　収支決算

　昨年７月から基本構想を検討してきましたが、今月中にとりまとめが完了する予定です。

　杉風荘は建設後４７年が経過し、老朽化が進んでいます。今後の施設の生き残りを図るうえでは、ご利

用者に快適な生活環境を提供すること、職員にとって働きやすい環境を整備することが重要であり、建

替が必要不可欠な状況です。

　上小阿仁村及び北秋田市の将来推計人口によると、今から２５年後の２０５０年には地域の人口は半減しま

すが、介護及び特養に対するニーズは大きく減少することはないと想定されます。また、現在、村外の

施設に大きく依存しているショートステイのニーズについても村内で対応できるようにしていく必要が

あるものと考えます。

　杉風荘は、そうしたニーズに応えるためにも、本村の高齢者福祉を支える拠点としてなくしてはなら

ない施設であるとの視点から基本構想を策定中です。

　基本構想策定後、村民・村当局・村議会など広範な方々のご理解が得られるよう努め、村のご協力の

もと、令和１１年度の新施設開設を目指して計画を進めてまいります。

　今後も随時、「社協だより」などを通じて計画の進捗状況等をご報告させていただきます。

杉風荘建替基本構想策定中です

　任期は、令和７年６月２７日から役員（理事・監事）は２年、評議員は４年です。よろしくお願いいた

します。また、今回でご退任された役員及び評議員の皆様、これまでのご尽力に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。今後も、社協の良き理解者としてご指導・ご協力をお願いいたします。

〈理　事〉

会　長　小嶋　有逸（沖田面）

副会長　田中　安規（小沢田）

　　　　伊藤　明美（沖田面）

　　　　伊藤　茂樹（上仏社）

　　　　加賀谷久子（福　舘）

　　　　門松　桂子（羽　立）

　　　　清水　俊一（大　海）

常　務　菅沼　和也（小沢田）

　　　　田村　秀幸（下仏社）

〈監　事〉

　　　　武石　辰久（長信田）

　　　　武石　　誠（羽　立）

〈評議員〉

　　　　安藤　正弘（友生園）

　　　　石川　悦子（沖田面）

　　　　伊藤　悦子（小沢田）

　　　　伊藤　信義（南　沢）

　　　　加賀谷磯治（沖田面）

　　　　小林金四郎（下五反沢）

　　　　小林　玲子（小田瀬）

　　　　齊藤　幹雄（杉　花）

　　　　齊藤みよ子（福　舘）

　　　　鈴木　一義（沖田面）

　　　　中嶋　辰雄（大　海）

　　　　原田眞貴子（沖田面）

新役員、新評議員が選任されました
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　毎年恒例の小学生への福祉教育を、５月２１日（水）に行いました。

　講話は座学式で、「福祉ってなんだろう」をテーマに進んでいきます。福祉そのものの意味や重要性を、

児童の皆さんと一緒に考えながらお話しました。時折、メモを取りながら真剣に聞き入る児童の皆さん

の姿が印象的です。

　体験の時間は、車椅子の試乗と災害用ヘルメット・簡易トイレの組み立てを行いました。実際に使う

ことで車椅子ユーザーや、避難時の生活をイメージできたようです。

　また、『ふれあい広場』に来ていた村民に向けて、“よっちょれ”を披露していただきました。元気よ

く踊る姿に、観客から大きな拍手が送られました。

　杉風荘では現在、予約制にて面会を実施しています。

　窓越し面会のほか、人数・時間等の制限を設けながらではありますが、対面面会も行っています。た

くさんのご家族様にお越しいただき、貴重な時間を過ごされています。

　また、遠方のご家族様も面会していただけるように、オンライン面会も行っています。

　これまで施設内の一部居室において通信環境が整っていませんでしたが、この度Ｗｉ－Ｆｉの拡充整

備を行い、すべての居室からオンラインでの面会が可能になりましたので、ぜひご利用ください。

　引き続き感染対策を図りながらの面会となりますが、皆様が安心してお会い出来るよう努めてまいり

ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

上小阿仁小学校４年生の皆さんへ講話を行いました

対面面会・窓越し面会を行っています
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　今年も皆様のご協力により日赤の会

費が集まりました。このお金は国内外

の災害救護活動や国際活動をはじめ、

地域における赤十字事業など幅広い活

動に使用されます。

　ご協力ありがとうございました。

金　額件数集落名金　額件数集落名
4,9007上五反沢7,70011長 信 田
10,50015大 海36,30050羽 立
104,100142沖 田 面12,00014大 阿 瀬
9,80014水無団地17,10024堂 川
34,00043大 林16,90019下 仏 社
15,00015小 田 瀬22,00022上 仏 社
7,60010南 沢16,00016杉 花
1,0001中 茂51,20053小 沢 田
2,0002八 木 沢24,00030福 館

444,200552合 計
37,10049下五反沢
15,00015中五反沢

日赤会費総額
 444,200円
協力件数 552件

令和７年度　日赤会費集計結果

　７月１日（火）に『出会い発見！大館・北秋田ふるさ

とお仕事博覧会』に参加しました。

　このイベントは地元企業などの魅力や働くことの大切

さを中学生へ伝えるため、北秋田地域振興局が実施して

いるものです。

　当日は社協のブースへ、北秋田地区の中学生およそ２０

名が訪問。社協の取り組みや働き方などの紹介に、熱心

に耳を傾けてもらいました。

　地元で働くことに興味・関心を持つきっかけになった

ことを願っています。

お仕事博覧会に参加しました

御神輿が来てくれました
　６月１５日（日）、友倉神社例祭が開催され、杉風荘に神輿がやってきました。

　大ホールで待っていると、遠くの方から笛の音と賑やかな掛け声が聞こえてきます。「来た！来た！」と

皆さん辺りをキョロキョロされていると神輿がやってきました。わっしょいわっしょいと盛大な掛け声

に入居者様も手を叩いてお出迎え。滅多に見ることの出来ない神輿に大興奮でした。関係者の皆様、あ

りがとうございました。
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　かき氷機、綿菓子機、ポップコーンマシーンを集落の行事等の際に貸し出しします。貸出を希望され

る場合は、申請書に行事等の案内・チラシ等を添えて申し込んでください。（申請書は福祉センターに用

意しています）

　また、土・日の行事の場合はカラオケも貸し出しします。なお、個人にはお貸しできませんのでご了

承ください。

賑わい創出用の機器を貸し出します
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お
願
い
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　
学
校
の
長
期
休
暇
に
合
わ
せ
て

実
施
し
て
い
る
『
こ
ど
も
食
堂
』

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
昼
食
を

無
料
提
供
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
：
令
和
七
年
八
月
六
日（
水
）

　
　
　
午
前
　
時
　
分
～

11

30

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
校
を
通
じ
て

改
め
て
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

・
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
サ

ラ
ダ
で
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
も
ち
ろ
ん
大
人
も
大
歓
迎
で
す
外

▲昨年の「こども食堂」の様子

こここここここここここここここここここここ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももも
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食

こ
ど
も
食
堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
開
催
のののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ


